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３
小
学
校
統
廃
合
の
経
過

　

旧
馬
頭
町
で
は
、
学
校
の
望
ま

し
い
環
境
整
備
に
お
け
る
統
廃
合

を
検
討
し
よ
う
と
平
成
16
年
６

月
、「
馬
頭
町
立
学
校
整
備
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
少
子
化
に
よ
る
今
後
の

小
・
中
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

調
査
、
研
究
し
た
結
果
、「
複
式

学
級
の
解
消
」
が
最
も
重
要
で
あ

る
と
の
意
見
で
一
致
し
、武
茂
小
・

健
武
小
・
和
見
小
を
平
成
19
年
度

で
廃
校
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
馬
頭
小

へ
統
合
す
る
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、「
子
ど

も
の
通
学
時
の
安
全
確
保
」
を
最

優
先
課
題
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
、
保
護
者
や
地
域

住
民
と
話
し
合
い
、
計
画
ど
お
り

馬
頭
小
へ
統
合
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

１
３
０
年
以
上
の
歴
史
に
幕

　

３
月
末
で
閉
校
と
な
る
健
武
小

と
和
見
小
は
３
月
８
日
、
閉
校
式

が
開
催
さ
れ
、
全
校
児
童
と
保
護

者
、
地
域
住
民
ら
が
出
席
し
、
思

い
出
の
学
び
舎や

に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。
健
武
小
は
１
３
２
年
、
和

見
小
は
１
３
３
年
の
歴
史
に
幕
を

お
ろ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
武
茂
小
は
３
月
９
日
、

38
年
の
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ

閉
校
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
武
小
は
明
治
９
年
開
校
で
約

５
、０
０
０
人
、
和
見
小
は
武
茂

学
校
和
見
分
校
と
し
て
明
治
８
年

開
校
以
来
約
２
、０
０
０
人
、
武

茂
小
は
昭
和
45
年
開
校
以
来
、
約

７
０
０
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
で
当
町
は
、
先
月
馬
頭
東

中
が
閉
校
し
中
学
校
が
２
校
、
小

学
校
が
８
校
と
な
り
ま
し
た
。

　３月９日、武茂小体育館で全校児童と保護者、地
域住民ら約150人が出席し、閉校式が開催されまし
た。
　武茂小は昭和45年、旧松野小と富山小が統合して
開校。長年の廃品回収やプルタブ800㎏を集め、車イ
スを社会福祉協議会へ寄付するなどの福祉事業、あ
るいは体力づくり事業に力を入れるなど地域に根ざ
した教育を実践し、日本赤十字社などから、数々の
表彰を受賞しました。
　川崎和郎町長は「町として子どもたちの安全や通
学について十 分 意を尽くしてまいりたい。同校が統
合されても地域を愛する方々の団結心はゆるぎない
ものと信じています 。これまで支えていただき、統
合にあたってお骨折りいただいた関係者に感謝とお
礼を申し上げます」とあいさつしました。
　藤田悦子校長は「この学び舎

や

で身に付いた力は、
これから皆さんが歩んでいく中で大きな支えになり
ます 。誇りをもって 頑 張 ってください 」とあ いさ
つ。児 童 代 表の相田光 希さんは「 武 茂 小で過した
数々の思い出を大 切にしていきたい。そして、私た
ちの心は社会福祉協議会へ届けた車イスを通して
人 に々受け継がれます」などと話しました。
　式典終了後、児童や保護者一人ひとりが同校への
メッセージを乗せた風船を校舎の屋上から一斉に飛
ばして、母校に感謝し、別れを告げました。

閉校
武茂小、健武小、和見小が馬頭小へ統合　４月から    新たなスタート

風船を放し、武茂小に別れ

武茂小学校・健武小学校・和見小学校の児童・教職員数　平成20年３月8日現在
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 計 教職員 合  計

武 

茂 

小

男 4 0 3 5 4 6 22 3 25
女 3 5 3 2 4 8 25 7 32
計 7 5 6 7 8 14 47 10 57

学級数 1 1 1 1 4

健 

武 

小

男 5 2 2 5 2 4 20 3 23
女 3 6 2 7 4 2 24 6 30
計 8 8 4 12 6 6 44 9 53

学級数 1 1 1 1 4

和 

見 

小

男 2 1 4 1 4 2 14 3 17
女 4 3 4 2 2 1 16 7 23
計 6 4 8 3 6 3 30 10 40

学級数 1 1 1 1 4
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小学校３校が
武茂小、健武小、和見小が馬頭小へ統合　４月から    新たなスタート

　3月8日、132年の歴史と伝統を刻んできた健武小
で閉校式が行われ、全校児童と保護者、地域住民ら
約150人が出席しました。
　健武小は明治9年、馬頭小学校の分校として開
校。平成2年、学校安全優良校として文部大臣賞を
受賞。また、同和教育研究指定校や人権教育研究校
として、子どもたちの人権感覚と人間性を育てる教
育を展 開し、高い評 価を受けてきました。さらに、
常に地域の人々に愛され、学校と地域住民が一体と
なり、学校行事等を展開してきました。
　式典では川崎和郎町長のあいさつ後、塚田正三校
長が「児童の皆さんは、明るい未来に活躍されるす
ばらしい人材です。開校以来の在籍者およそ5,000
人の１人としてふるさとを愛する心をもち、世 界に
羽ばたき、健武っ子の自信と誇りをもって頑張って
ください」とあいさつ。児童代表の郡司拓実さんは
「 健 武 小の木 造 校 舎にはいい香りがあり、ぬくもり
がありました。いつも校庭の桜の木が僕たちを包み
込んでくれました。これから環 境 が 大きく変わりま
すが、僕たちは大丈夫です。健武小で学んできたこ
とを誇りにし、新しい学 校でも頑 張っていきます 」
と話しました。
　式典後、出席者全員で児童が同校への思いを書い
た紙と花の種を付けた風船を校庭で一斉に放し、学
び舎

や

へ別れを告げました。

132年の歴史を刻んだ
健武小に別れ

　133年の歴史を刻んできた和見小では3月8日、
全校児童、保護者や地域住民ら約100人が出席
し、閉校式が開催されました。
　和見小は明治８年、広泉寺に武茂学校和見分校
として開 校 後 、大 正６年に現 在 地に移 転しまし
た。平成13年に県健康推進学校優秀校表彰、平成
17年に県警察本部長より交通安全功労団体表彰を
受賞するなど素晴らしい実績を残してきました。
　式典では川崎和郎町長のあいさつ後、飯塚牧子
校長が「和見小では、少人数だからこそみんなが
一つになれる瞬 間がたくさんありました。児 童の
皆さんは和 見 小で学んだことを誇りとし、さらに
たくましく未 来に向 かって大きく羽ばたいてくだ
さい」とあいさつ。児童代表の小泉茂さんが「和
見小の木造校舎は僕たちの自慢です。ここで学べ
たことに感謝します。歴史のある和見小の最後の
卒 業 生になったことを誇りに思 います 。僕 たち
は和見小の校舎も思い出も忘れません。ありがと
う、和見小学校」と話しました。
　その後、音楽家岡倉ゆかりさんの演奏で全校児
童 が「ビリーブ 」と校 歌を合 唱し、校 庭にイチョ
ウやメタセコイヤの立つ学び舎

や

に感謝し、別れを
告げました。

133年の伝統と歴史ある
和見小に感謝
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衛　生　費

７億2,836万円（9.6％）

土　木　費
６億2,699万円（8.2％）

農林水産業費
５億2,244万円（6.9％）

消防費  ４億1,214万円（5.4％）

その他　３億9,057万円（5.1％）

衛　生　費

７億2,836万円（9.6％）

土　木　費
６億2,699万円（8.2％）

農林水産業費
５億2,244万円（6.9％）

消防費  ４億1,214万円（5.4％）

その他　３億9,057万円（5.1％）

民　生　費

16億3,811万円（21.5％）

公　債　費

12億1,443万円（16.0％）

教　育　費

10億4,299万円（13.7％）
 

総　務　費

10億3,397万円（13.6％）

７６億１，０００ 万円

「豊かな自然と文化に  はぐくまれ
  　やさしさと活力に  満ちたまちづくり」を目指して

投資的経費は８.２％に
　歳出については、行財政改革の本旨を念頭に一般行政

経費の一層の節減に努め、財政の健全化の確保に配慮し

ながらも、総合振興計画の具現化に向けて事業を導入す

ることとし、魅力ある地域社会の形成を進めるため、多

様化する各種事務事業の対応を図ることとしました。特に、

合併後の行財政改革４年目であり、行政評価の基準年度

でもあるため各事業において、必要最小限の予算措置とし

ました。

　歳出の性質別内訳は、建設事業費などの投資的経費と

人件費や物件費などの消費的経費、公債費などのその他

の経費の３つに分けることができます。投資的経費は、

６億2,273万円で、構成比は８.２％、消費的経費は、46

億7,435万円で、構成比は61.4％となりました。また、そ

の他の経費は、23億1,292万円で、構成比は30.4％と

なっています。

　

那
珂
川
町
平
成
20
年
度
一
般
会

計
予
算
は
、
76
億
１
、０
０
０
万

円
と
な
り
、前
年
度
予
算
に
対
し
、

１
億
３
、
０
０
０
万
円
の
増

（
1
・
7
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
主
な
要
因
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
が
最
終
年
度

を
迎
え
、
こ
れ
に
要
す
る
繰
出
金

が
増
額
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行

な
ど
、
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
に

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
年

度
の
予
算
は
、
特
に
人
口
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
総
合

振
興
計
画
を
基
本
に
、
産
業
・
生

活
・
教
育
・
文
化
な
ど
各
分
野
に

お
い
て
調
和
の
と
れ
た
発
展
と
21
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「豊かな自然と文化に  はぐくまれ
  　やさしさと活力に  満ちたまちづくり」を目指して

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
で
潤
い

の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た

め
、
行
財
政
改
革
の
推
進
を
念
頭

に
、
更
に
徹
底
し
た
経
費
の
節
減

と
、よ
り
一
層
の
財
源
の
重
点
的
、

効
率
的
配
分
に
努
め
、
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。

まちづくりの基本目標

基本目標Ⅰ　安全・快適なユニバーサルデザインのまちづくり
基本目標Ⅱ　笑顔あふれる元気で心あたたかなまちづくり
基本目標Ⅲ　人を育て未来を拓

ひら

くまちづくり
基本目標Ⅳ　人がにぎわい活力あるまちづくり
基本目標Ⅴ　豊かな自然と共生するまちづくり
基本目標Ⅵ　改革への道

自主財源は
全体予算の 42.4％

　歳入の構成については、大きく分けて自主財源（町税や

使用料、手数料など町独自でまかなえるもの）と依存財源

（地方交付税、国・県支出金、町の借金である町債等）の２

つに分けられます。

　自主財源については、町の主力財源である町税において

減少するほか、使用料も減少傾向にあるため、財政調整基

金、地域振興基金等の基金を充当しています。

　また、依存財源においては、地方交付税は地方再生対策

分、県支出金は中山間地域総合整備事業により増額となり

ますが、国庫支出金は減額となり、厳しい財政運営となり

ました。町債においては、過疎対策事業債、臨時財政対策

債、合併特例債などの有利な起債を活用することとしまし

た。

　一般会計予算を財源別に見てみると、自主財源は、32

億2,983万円で、構成比は42.4％となっています。自主

財源の中心となる町税は、19億434万円で歳入全体の

25.0％となっています。また、依存財源は43億8,017

万円で、構成比は、57.6％となっています。依存財源の

核となる地方交付税は、27億4,000万円で歳入全体の

36.0％を占めています。

町　　　税
１９億４３４万円 （25.0％）

繰　入　金
７億２,６８０万円 （9.6％）

使用料及び手数料　１億２,６９８万円 （1.7％）

その他の自主財源
４億７,１７１万円 （6.1％）

地方交付税
２７億４，０００万円 （36.0％）

町　　　債
４億９,７２０万円 （6.5％）

県支出金
４億８,８５９万円 （6.4％）

国庫支出金　２億７９８万円 （2.7％）
その他の依存財源

４億４,６４０万円 （6.0％）

７６億１，０００ 万円
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平成20年度予算の主要施策（一般会計）

○街なみ環境整備事業　　　　　　　　20,155千円
○町道新設改良事業　　　　　　　　　82,500千円
○地方道路交付金事業　　　　　　　　95,000千円
○移動通信用鉄塔施設整備事業　　　　15,750千円

○農地・水・環境保全向上対策事業　　　4,250千円
○県単農業農村整備事業　　　　　　　26,640千円
○中山間地域総合整備事業（南部地区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 172,400千円
○イノシシ処理加工施設整備事業［新規］
　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　28,500千円
○とちぎの元気な森づくり事業［新規］　9,130千円

○し尿処理対策事業　　　　　　　　　79,925千円
○ごみ収集対策事業　　　　　　　　 204,294千円

○協働によるまちづくり推進事業　　　　 850千円

○地域高度情報化推進事業　　　　　　　1,250千円
○自然・環境との共生推進事業　　　　　2,000千円

○予防接種対策事業　　　　　　　　　22,616千円
○老人措置費　　　　　　　　　　　　40,617千円
○障害者福祉サービス事業　　　 　　131,336千円
○こども医療費助成事業　　　　　　　25,000千円

○文化財保護の普及と史跡公園の管理　　6,459千円
○総合体育館等体育施設の管理運営　　37,200千円
○国際交流事業　　　　　　　　　　　　5,183千円

安全・快適なユニバーサルデザインのまちづくり 人がにぎわい活力あるまちづくり

笑顔あふれる元気で心あたたかなまちづくり

人を育て未来を拓くまちづくり

豊かな自然と共生するまちづくり

改革への道

まちづくりの３大重点プロジェクト



　　　　　　　　　項　　　目
会計区分　　　　　　　　　

平成 20 年度 平成 19 年度 比較増減
対前年度
比    率

一　　般　　会　　計 7,610,000 7,480,000 130,000 1.7

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 2,052,000 2,047,000 5,000 0.2
老 人 保 健 169,000 1,830,000 　△ 1,661,000 　　　　△ 90.8
後 期 高 齢 者 医 療 175,500 0 175,500 皆増
介 護 保 険 1,110,000 1,085,000 25,000 2.3
ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 1,727,000 1,076,000 651,000 60.5
農 業 集 落 排 水 事 業 47,000 49,000 　△　　  2,000 　　　　△   4.1
簡 易 水 道 事 業 168,000 169,500 　△　　 1,500 　　　　△   0.9
下 水 道 事 業 317,000 340,000 　△　 23,000 　　　　△   6.8

計 5,765,500 6,596,500 　△　 831,000 　　　　△ 12.6
企
業
会
計

上 水 道（ 支 出 計 ） 262,106 265,660 　△　　 3,554 　　　　△   1.3
東 部 簡 易 水 道（ 支 出 計 ） 92,059 101,523 　△　  9,464 　　　　△  9.3

計 354,165 367,183 　△　 13,018 　　　　△ 3.5
総　　　　　計 13,729,665 14,443,683 　△  717,018 　　　　△ 4.9
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一般会計・特別会計・企業会計予算額（前年との比較）

財 政 用 語 の 説 明

（単位：千円・％）

（△はマイナス）

町民１人当たりの目的別の予算額は　（平成20年4月１日現在人口19,767人）　　　　（単位：円）

議　会　費 総　務　費 民　生　費 衛　生　費 農林水産業費 商　工　費

5,450 52,308 82,871 36,847 26,430 14,055
土　木　費 消　防　費 教　育　費 災害復旧費 公　債　費 予　備　費

31,719 20,850 52,764 1 61,437 253

用語の種類 説　　　　　明 用語の種類 説　　　　明
自主財源 町が自主的に収入できる財源のことで、町税、分担

金及び負担金、使用料、手数料、財産収入、寄附金、
繰入金、繰越金、諸収入など

合併特例債 合併後の市町村の一体性の速やかな確立、均衡ある
発展及び施設の統合等のための建設事業に充てる起
債であり、元利償還金の７割が交付税措置される有
利な起債

依存財源 国や県の基準に基づき交付されたり、割り当てられ
たりする町の収入。地方交付税、地方譲与税、国庫
支出金、県支出金、地方債など

行政評価 行政活動に政策形成（Plan）→実施（Do）→評価
（Check）→見直し（Action）というマネージメン
トサイクルを組み入れることにより、行政が実施す
る施策や事務事業の現状や成果を測り、継続的改善
を加えていく経営改革の手法

地方交付税 国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税及びたば
こ税の一定割合を地方公共団体が等しく事務を遂行
できるよう一定の基準で国が交付する税

投資的経費 その支出の効果が資本形成に向けられ、施設等がス
トックとして将来に残るものに支出される経費。道
路、橋りょう、公園、学校などの建設や大規模修繕
など

臨時財政対
策債　　　

町の財政不足を補てんするため、特例的に認められ
る地方債。従来はこの財源不足額を補てんするため
交付税として町に配分されてきたが、平成 13 年度
からは町が直接借り入れる方式に切り替えられたも
ので、この元利償還金は後年度交付税措置され、い
わば交付税の肩代わりと言えるもの

消費的経費 人件費、扶助費、物件費、維持修繕費、負担金補助
及び交付金等で、その経費の支出効果がその年度限
りまたは極めて短期的に終わるものをいい、後年度
に形を残さない性質の経費

過疎対策事
業債　　　

過疎地域自立促進計画に基づき実施される建設事業
に充てられる起債であり、元利償還金の７割が交付
税措置される有利な起債

その他の経費 公債費、積立金、投資及び出資金、貸付金、繰出金
など

合　計 　384,985
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アメリカ
ホースヘッズ村

海
外
体
験
学
習
報
告

　

平
成
19
年
度
町
青
少
年
海
外
体

験
学
習
は
、
３
月
13
日
か
ら
25
日

ま
で
の
13
日
間
、
米
国
ホ
ー
ス

ヘ
ッ
ズ
村
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

生
徒
12
人
（
馬
頭
中
４
人
、
馬

頭
東
中
１
人
、
小
川
中
４
人
、
大

田
原
高
１
人
、烏
山
女
子
高
２
人
）

の
訪
問
団
は
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村

滞
在
で
の
８
日
間
を
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
の
家
族
と
過
ご
し
、
ア
メ
リ

カ
の
家
庭
や
学
校
生
活
を
肌
で
感

じ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
15
回
目
の
訪
問
と
な
る

今
回
は
、
旧
馬
頭
町
が
合
併
し
那

珂
川
町
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
川

崎
町
長
が
訪
問
し
、
新
た
に
姉
妹

都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　

式
典
で
川
崎
町
長
は
「
こ
の
提

携
を
新
た
な
契
機
と
し
、
芸
術
、

文
化
、
産
業
な
ど
交
流
の
輪
を
広

げ
、
さ
ら
に
関
係
を
深
め
る
こ
と

を
願
う
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。ホ
ー

ス
ヘ
ッ
ズ
村
ド
ナ
ル
ド
・
ゼ
ィ
グ

ラ
ー
村
長
と
盟
約
書
に
サ
イ
ン

し
、硬
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

姉妹都市
提　携

平成19年度 青少年海外体験学習派遣事業日程表
～ Youth Overseas Study Program　2007－08　School Year ～

姉妹都市提携盟約式



大
友　

瞬
さ
ん
（
大
山
田
下
郷
）

馬
頭
中
２
年

　

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
で
過
ご
し
た
日
々
は
、
僕
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
シ
ュ
ル
ブ
さ
ん
一
家
に
は
と
て
も
親
切
に
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
学
校
生
活
も
日
本
と
違
っ
て
い
て
見
る
も

の
全
て
が
新
鮮
で
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
優

し
さ
を
も
ら
っ
て
日
本
に
帰
っ
て
き
た
時
は
、
ず
っ
と
ア
メ
リ
カ
に
い
た
か
っ
た
と

逆
に
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
た
程
で
す
。
ま
た
い
つ
か
、
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
を
訪
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

9 広報なかがわ　平成20年４月10日

海
外
研
修
派
遣
団
員
（
敬
称
略
）

大
友
瞬
（
馬
頭
東
中
）、
小
林
優

希
（
小
川
中
）、
佐
藤
由
偉
（
馬

頭
中
）、
鈴
木
紳
悟
（
小
川
中
）、

鈴
木
真
由
（
馬
頭
中
）、
橋
本
翔

子
（
小
川
中
）、
廣
田
萌
（
馬
頭

中
）、
益
子
茜
（
馬
頭
中
）、
松
本

怜
奈
（
小
川
中
）、郡
司
博
史
（
大

田
原
高
校
）、
長
谷
川
悟
美
（
烏

山
女
子
高
校
）、
栁
沼
園
美
（
烏

山
女
子
高
）、山
口
雅
夫
（
団
長
）、

ケ
ビ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
（
事

務
局
）、
田
所
恵
（
事
務
局
）

　

ア
メ
リ
カ
に
向
か
う
飛
行
機
の
中
で
、「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
と
仲
良
く
な

れ
る
か
な
」
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
に
着
く
と
、
皆
が

知
っ
て
い
る
人
か
の
よ
う
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
話
し
か
け
て
く
れ
、
不
安
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
で
は
で
き
な
い
体
験
を
し
た
り
、
日
本
で
は
見

ら
れ
な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
見
た
り
、
ず
っ
と
感
動
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
私
は
、

こ
の
体
験
を
通
し
て
少
し
積
極
的
に
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
意
見
を

発
言
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
こ
の
体
験
を
バ
ネ
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
し
、
も
っ
と
大
き
く
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

帰
っ
て
き
ま
し
た
、
佐
藤
で
す
。
今
回
の
研
修
で
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
た
こ
と
で
す
。
最
初
は
少
し
と
ま
ど
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
で
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
な
ど
で
次
第
に
打
ち
解
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
に
も
行
き
ま
し
た
。
学
校
で
は
と
て
も
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
は
理
科
が
好
き
な
の
で
、
物
理
の
授
業
は
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
で
す
。
空
港
で
12
時
間
待
ち
、
Ｎ
Ｙ
で
１
泊
追
加
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
研
修
を
生
か
し
て
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
掛
け
橋
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
、
ア
メ
リ
カ
に
行
き
、
シ
ュ
ル
ブ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
家
族
は
と
て
も
優
し
く
、
僕
に
と
っ
て
最
高
の
時
間
が
過
ご

せ
ま
し
た
。
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
の
学
校
で
は
、
１
日
８
時
限
授
業
で
、
１
時
限
は
45
分

授
業
で
５
分
の
休
み
時
間
が
あ
り
、
僕
の
中
学
校
と
は
少
し
違
い
ま
し
た
。
学
校
の

み
ん
な
も
積
極
的
に
話
し
か
け
て
く
れ
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
最
後
に
、

僕
は
こ
の
派
遣
団
に
選
ば
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
海
外
体
験

学
習
を
通
し
て
多
く
の
友
情
が
生
ま
れ
、
日
本
・
ア
メ
リ
カ
関
係
な
く
過
ご
せ
た
の

が
僕
の
最
高
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

小
林
優
希
さ
ん
（
小
川
）

小
川
中
２
年

佐
藤
由
偉
さ
ん
（
小
口
）

馬
頭
中
２
年

鈴
木
紳
悟
さ
ん
（
白
久
）

小
川
中
２
年

桜公園落成式

ウェルカム パーティー
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ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
う
前
、
私
の
心
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
へ
の

期
待
と
と
も
に
不
安
も
募
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
で
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
こ
と
で
、
そ
ん
な
不
安
は
一
気
に
消
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
は
、
と
て
も
優
し
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ア
レ
ク

ザ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
、
家
族
の
温
か
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
も
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
本
当
の
家
族
の
よ
う
に

思
え
、
別
れ
の
時
は
悲
し
さ
で
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、「
家
族
」
に

対
す
る
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
町
並
び
に
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

鈴
木
真
由
さ
ん
（
久
那
瀬
）

馬
頭
中
２
年

　

13
日
間
の
派
遣
期
間
で
、
私
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
マ
レ
ー
さ
ん
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
の
方
た
ち
は
と
て
も
良
い
人
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
楽
し
く

過
ご
せ
ま
し
た
。
周
り
の
全
て
が
英
語
だ
っ
た
の
で
、
自
然
と
い
ろ
い
ろ
な
単
語
を

覚
え
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
と
別
れ
る
の
は
寂
し
か
っ
た
で

す
が
、
手
紙
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
無
事

に
派
遣
学
習
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
海
外
派
遣
で
私
の
心
に
一
番
残
っ
た
事
は
、
８
日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

た
事
で
す
。
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー
家
の
人
た
ち
は
、
私
た
ち
に
本
当
の
家
族
の
よ
う
に

接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
の
友
だ
ち
や
村
の
お
店
の
人
も
と
て
も
積
極
的
に
話
し

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
な
る
べ
く
詳
し
く
英
語
で
答
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
今
回
の
私
の
目
標
の
１
つ
に
「
積
極
的
に
話
し
か
け
る
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
し
た
が
、
私
は
そ
の
目
標
を
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
と
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ア
レ
ク
ザ
ン

ダ
ー
家
の
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
体
験
で
心
に
残
っ
た
の
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
と
て
も
優
し
く
家

族
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
た
こ
と
、
ピ
ザ
を
作
っ
た
こ
と
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
行
っ

た
こ
と･･･

書
き
き
れ
な
い
く
ら
い
の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
初
め

て
顔
を
合
わ
せ
た
日
か
ら
１
週
間
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は
本
当
の
家
族

の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
英
語
が
上
手
く
話
せ
ず
困
っ
て
い
て
も
、
身
振
り

手
振
り
で
気
持
ち
を
一
生
懸
命
伝
え
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
そ
れ
に
答
え

よ
う
と
自
分
な
り
に
頑
張
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
い
経
験

と
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん
、ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

橋
本
翔
子
さ
ん
（
小
川
）

小
川
中
２
年

廣
田　

萌
さ
ん
（
小
口
）

馬
頭
中
２
年

益
子　

茜
さ
ん
（
小
砂
）

馬
頭
中
２
年

サイエンスセンター

ありがとうパーティー

国連本部前
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私
は
、
こ
の
海
外
派
遣
学
習
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
が
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
と
の
生
活

で
す
。
私
に
優
し
く
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

り
し
ま
し
た
。
最
初
は
英
語
が
な
か
な
か
聞
き
取
れ
ず
、
う
ま
く
話
す
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
慣
れ
て
い
く
う
ち
に
会
話
も
続
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
私
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
と
の
生
活
の
中
で
、
と
て
も
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
多
く

の
人
に
伝
え
て
、
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

松
本
怜
奈
さ
ん
（
恩
田
）

小
川
中
２
年

　

８
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
終
わ
り
、
日
本
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
８
日
間

は
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。学
校
で
勉
強
し
て
い
る
英
語
は
ま
っ
た
く
通
じ
ず
、

こ
ち
ら
の
意
思
も
相
手
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
身
振
り
手
振
り
を
加
え
、
何
度
も
間
違

え
な
が
ら
英
語
を
話
す
こ
と
で
言
葉
の
難
し
さ
、
大
切
さ
を
改
め
て
思
い
知
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ゴ
ー
ル
家
の
人
は
み
ん
な
優
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
話
し
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
お
か
げ
で
こ
の
８
日
間
は
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
し
た
が
、

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
一
生
心
に
残
り
ま
す
。

　

今
回
の
海
外
派
遣
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
、
私
は
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の
優
し
さ

や
親
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
、
た
く
さ
ん
の
人
と
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
家
族
と
同
じ
よ
う
に
接
し
て

く
れ
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
、
私
が
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
に
行
っ
た
こ
と

が
な
い
こ
と
を
知
り
、
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
で
は
、
授
業
を
受
け
て

い
る
生
徒
は
真
面
目
で
み
ん
な
積
極
的
に
答
え
て
い
て
、
と
て
も
楽
し
い
授
業
で
し

た
。
日
本
の
学
校
で
は
見
な
い
光
景
で
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。
私
は

今
ま
で
で
一
番
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
積
極
的
に

自
分
か
ら
話
す
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
英
語
で
の
会
話
を
上

達
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て

生
活
習
慣
の
違
い
を
体
験
し
、
日
本
と
の
い
ろ
い
ろ
な
違
い
に
気
付
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
逆
に
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
な
ど
、
共
通
の
こ
と
で
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

日
本
の
文
化
で
楽
し
ん
で
く
れ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
英
会
話
や
異

文
化
交
流
を
す
る
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

郡
司
博
史
さ
ん
（
大
内
）

大
田
原
高
１
年

長
谷
川
悟
美
さ
ん
（
薬
利
）

烏
山
女
子
高
２
年

栁
沼
園
美
さ
ん
（
馬
頭
）

烏
山
女
子
高
２
年

国連本部前

ガラスつくり体験

ロックウィル西洋美術館で

セ
ン
タ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
小
学
校
に
て

山
口
先
生
折
紙
指
導
（
カ
ブ
ト
）

ピザつくり体験

メープルシュガー
つくり体験
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新しいケーブレテレビ
  　「加入にあたっての留意点」
新しいケーブレテレビ
  　「加入にあたっての留意点」

31～平成21年４月供用開始予定～
☎９２－１１０８  Ｅ-mail kjouhou@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

テレビが変わります。暮らしも変わります!!テレビが変わります。暮らしも変わります!!

１．個人の費用負担
　個人で必要な初期費用は、次のとおりです。（テレビのチャンネルの調整費、パソコンの設定費用等は個人負担）

項　　　目 内　　容
金　　　　　　額

備　　考
H20年9月まで H20年10月～　   

H22年３月まで H22年４月～

加 　  入  　 金 加入するために必要な負担金 無　料 ２万円

引き込み工事費 幹線から軒先の保安器ま
での配線工事費 無　料 実費の1/2　　　 

負担限度３万円
実費
負担限度６万円

宅内配線 
工 事 費

通 信 系  
ケーブル

音声告知受信機やSTBを
接続するための専用配線
工事費

個人負担（2万円程度） 新たに配線が必要です。

放 送 系 
ケーブル

テレビを見るための配線
工事費 個人負担 ほとんどの場合、今までの

配線がそのまま使えます。

2．STB レンタルサービスとアナログ放送
■衛星放送（BS・CS）を視聴する場合は、テレビ１台ごとに必ずＳＴＢが必要になります。（デジタルテレビにも必要）
■アナログテレビで地上デジタル放送を視聴するには、次のいずれかの対応が必要です。
　・オプションサービスのＳＴＢをレンタルする。（月額５００円）
　・市販の地上デジタルチューナーか、地上デジタルチューナー内蔵の録画機を購入して接続する。
■ＳＴＢは、１台は無料でお貸ししますので、２台目以降のテレビに必要な場合にお申し込みください。　
■ＳＴＢのレンタルは、３年以上の契約が必要です。中途での解約は解約料が生じます。
■２台目以降のテレビは、STBをレンタルしなくても平成23年７月24日までは、アナログ放送が視聴できますので、その時
　点までに買い替え等の対応を検討した方が良いでしょう。

３．ＮＨＫ受信料
■ＮＨＫ受信契約は、個人とＮＨＫとの契約ですから、ケーブルテレビの基本料には、ＮＨＫ受信料は含まれません。
■ＮＨＫ受信料は、直接ＮＨＫにお支払いください。
　（参考：口座振替等の場合）・地上契約…月額１，３４５円
　　　　 　　　　　　　　　・衛星契約…月額２，２９０円（地上契約＋９４５円）※詳細はNHKにお問い合わせください。

5．町内無料電話とＩＰ電話サービス
■町内無料電話（基本サービス）

　・町内の加入者間が無料で通話できます。
　・今までの固定電話の番号でかかります。
　・基本サービスに含まれていますので、新たな申
　  し込みは不要です。

■ＩＰ電話サービス（オプション）

　・ほとんどの場合、通話料が今までの固定電話より安くなる電話です。
　・東京や大阪などへの長距離の通話は、特にお得になります。
　・オプションですので、別途申し込みが必要です。
　・基本使用料月額４００円と従量通話料がかかります。
　・現在の通話料と比較してご検討ください。　

加入申し込み受付中
まだ間に合います

今なら加入金、引き込み工事費が

無 料
加入促進期間

～平成20年9月30日まで～

■衛星ＢＳ放送の視聴を希望しない方は、衛星ＢＳ放送（ＮＨＫ、民放とも）が視聴できないＳＴＢを貸与しますので、
　加入申込書の一番下の欄の「ＢＳ放送を希望しない」を○で囲んでください。
■既に加入申込書を提出された方で変更したい方は、高度情報化推進室までご連絡ください。

４．衛星 BS 放送の視聴を希望しない場合
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6．宅内配線と端末機器の配置 ( 配線例参照 )
■通信系ケーブルは、新たに配線が必要となります。（町で業者を紹介します。）
■町が無償貸与するＳＴＢ（1台）は、町等からの情報検索兼用ですので、茶の間などのご家族が過ごされる時間の多い
　部屋への設置が便利です。
■音声告知放送受信機は、音声告知放送を聞くと共に、電話機やパソコン、NTT等の回線を接続することから、室内の
　配線が煩雑となりがちですので、宅内配線を行う前に、設置場所を充分ご検討ください。

7．オプションサービスの申し込み
■オプションサービスは、次のとおりです。
　・インターネット接続サービス
　・ＩＰ電話サービス
　・ＣＳ有料放送再送信サービス
　・ＳＴＢレンタルサービス

ケーブルを直接テレビに接続

新たに配線が必要新たに配線が必要

■いつでも追加、変更などができます。
■料金も変わりません。
■ケーブルテレビの加入申し込みをされた方には、別途、
　オプションサービス用の説明書、加入申込書等を送付
　します。
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去
る
１
月
27
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
元
旧
馬
頭
町
議
会
議

員
笹
沼
喜
一
郎
氏
（
和
見
）
は
、

生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日

単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

 
故 
笹
沼
喜
一
郎
氏
に
旭
日
単
光
章

　

３
月
７
日
、
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
自
治
体
消
防
制
度
60
周

年
記
念
式
典
で
、大
金
市
美
氏（
大

内
）
が
消
防
庁
長
官
か
ら
永
年
勤

続
功
労
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
功
労
章
は
32
年
間
消
防
団

員
と
し
て
火
災
や
風
水
害
時
に
出

動
し
、
ま
た
、
団
長
と
し
て
団
員

の
士
気
や
資
質
向
上
に
努
め
、
地

域
住
民
の
防
火
思
想
の
啓
発
に
努

力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

 

大
金
市
美
氏
が
永
年
勤
続
功
労
章

大切な住まいと家族を守るのは日々の
用心と住宅用火災警報器等の備えから‼

　平成21年５月31日までに一般住宅・アパートなど

すべての住宅に住宅用火災警報器を設置しなければ

なりません。購入するときは日本消防検定協会の鑑
定に合格した「NSマーク」が付いているものをお
薦めします。
住宅火災から命を守る３つの習慣

①寝タバコは絶対やめる。
②ストーブは燃えやすいものから、離れた位置で使用する。
③ガスこんろ等のそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策

①逃げ遅れを防ぐ為に、住宅用火災警報器を設置する。
②寝具・衣類及びカーテンなど、火災を防ぐため　
　に、防炎品を使用する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等
　を設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
　所の協力体制を作る。
火災警報器などの悪質な訪問販売にご注意下さい！
　消防職員が住宅用火災警報器や消火器を販売する
ことは絶対ありません。
問い合わせ　消防本部予防課　☎0287－82－2009
　　　　　　馬頭分署　　　　☎0287－92－2800
　　　　　　小川分署　　　　☎0287－96－2188

合併処理浄化槽設置補助制度を
ご利用ください

　家庭雑排水の垂れ流し等により河川が汚れることを
防ぐため、町では合併処理浄化槽の設置を希望される
方に、設置費用の一部を補助しています。
合併処理浄化槽とは？

　生活雑排水（台所・風呂・洗濯等）とトイレのし尿を
併せて処理する浄化槽です。
交付対象区域

　公共下水道事業認可区域及び農業集落排水事業区
域を除く那珂川町内全域
対象となる建物

・専用住宅……主に住居の用に供する建物
・店舗併用住宅・延べ面積の２分の１以上を居住の用
　に供する建物
・自治公民館…行政区または集落を単位とし、自治活
　動の拠点として集会の用に供する建物

補助金額

問い合わせ　上下水道課下水道係
　　　　　　☎０２８７－９２－２００２

区　　分 補 助 金 額
  ５人槽 ３３２，０００円
  ７人槽 ４１４，０００円
１０人槽 ５４８，０００円
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戸
籍
の
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

戸
籍
証
明
書
に
つ
い
て

■
戸
籍
謄
本
等
の
証
明
書
の
申
請

の
際
、「
本
人
確
認
」を
行
い
ま
す
。

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
、

運
転
免
許
証
、
写
真
付
き
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
写
真
付
き

の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
に
よ

り
、
確
認
を
行
い
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
等
に
つ
い
て

■
住
民
票
等
の
本
人
に
よ
る
請
求

に
つ
い
て
も
「
本
人
確
認
」
を
行

い
ま
す
。　
　
　
　
　

■
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
を
請

求
で
き
る
場
合
を
限
定
し
ま
す
。

請
求
で
き
る
場
合
は
…

・
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯

　

に
属
す
る
者
に
よ
る
請
求　

・
住
民
票
の
記
載
事
項
を
確
認
す

　

る
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る

　

も
の
に
よ
る
請
求
（
自
己
の
権

　

利
行
使
や
義
務
履
行
に
必
要
な

　

場
合
な
ど
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
と
な
り
、
代
理
人
の
本
人
確
認

も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

☎
０
２
８
７
―
９
２
―
１
１
１
２

北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　
解
決
に
向
け
て
（
30
）

　
馬
頭
処
分
場
整
備
室
の
那
珂
川
分
室
が
４
月
１
日
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
の
３
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
那
珂
川
町
民
の
皆
さ

ん
に
馬
頭
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

密
接
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
馬
頭

処
分
場
整
備
室
か
ら
新
た
に
事
業

推
進
担
当
を
組
織
し
、
そ
の
担
当

職
員
３
名
を
那
珂
川
分
室
に
配
属

し
て
い
ま
す
。

　

分
室
の
開
設
に
伴
い
、
昨
年
度

実
施
し
て
い
た
相
談
窓
口
に
つ
い

て
は
、
分
室
に
て
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
処
分
場
に
対

す
る
疑
問
や
意
見
が
あ
る
方
は
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
町
と
し
て
も
県
の
分
室

が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
な
お
一

層
の
連
携
を
図
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
で
き
る
よ
う
な
処
分
場

建
設
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

馬
頭
処
分
場
整
備
室
那
珂
川
分
室

場
所　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ

住
所　

那
珂
川
町
馬
頭
５
５
５　

☎
０
２
８
７
―
92
―
１
４
１
１

FAX
０
２
８
７
―
92
―
１
４
１
６ 

　「
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
戸
籍
の

証
明
書
を
請
求
す
る
と
き
や
婚
姻
、
養
子
縁
組
の
届
け
出
を
す
る
と
き
は
、
戸
籍
の
窓
口
で
「
本
人
確
認
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
戸
籍
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
忘

れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

視察先　　埼玉県環境整備センター
　　　　　（埼玉県寄居町）
　　　　　エコフロンティアかさま
　　　　　（茨城県笠間市）
対象者　　町に住所を有する団体、グ
　　　　　ループ、個人
申し込み　環境整備対策室　
　　　　　☎０２８７－９２－１１１０
実施期日  申し込み団体等と調整のう
　　　　　え決定します。

最終処分場を視察しませんか？

　泉正夫副町長の退任に伴い、４月１日
付で新しく副町長となられた佐藤佳

よし

正
のぶ

氏
（前県経営管理部情報システム課主幹兼
課長補佐）にインタビューしました。
副町長となった感想は？

　厳しい行財政環境の中での職の拝命、
私にとっては大変な重責と感じています。
那珂川町の印象は？

　生まれも育ちも那珂川町。愛着も誇り
も人一倍持っているつもりです。20数
年、宇都宮市への通勤でしたが、帰宅す
ると気持が安らげるホントに良い所と思
います。
副町長としての抱負は？

　町民のための役場の一員として、町長
を補佐し、職員と一体感をもって、さま
ざまな諸課題に対し、一生懸命取り組み
たいです。
好きな言葉は？　一生懸命

副町長に佐藤佳正氏

調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
採 水 日　平成20年２月５日（火）
採水場所　１周辺環境水（1）投棄地直下河川
　　　　　　　　　　　 （2）小口川上流
　　　　　２投棄現場　（3）投棄地下流側浸出水
　　　　　　　　　　　（4）投棄地内浸出水
調査結果　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ　環境整備対策室　
　　　　　　☎０２８７－９２－１１１０

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
（平成19年度第４回年間変動調査分）
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健康福祉課
課長　　　　　　　　小室　定子
課長補佐兼高齢福祉係長
　　　　　　　　　　佐藤千恵子
課長補佐兼児童福祉係長
　　　　　　　　　　板橋　了寿
●社会福祉係
　係長　　　　　　　薄井　　亮
　主査　　　　　　　屋代　正子
　主査　　　　　　　星　　　学
●高齢福祉係
　係付係長　　　　　北條　　清
　主査　　　　　　　豊田　博之
　主事　　　　　　　今泉美津子
●児童福祉係
　主査　　　　　　　加藤美智子
　主事　　　　　　　大森　祐城
●健康増進係
　主任保健師　　　　大野喜久江

　４月１日付けの人事異動に伴い、
職員の配置が変わりました。
※（新）は新採用者

平成20年度

那珂川町職員
配置一覧

馬頭健康管理センター
主幹兼課長補佐兼健康増進係長兼
所長（小川健康管理センター所長
兼務）　　　　　　　高野　康雄
●健康増進係兼務
　所長補佐兼主任保健師
　　　　　　　　　　菊池　園江
　主任保健師　　　　網野　幸恵
　保健師　　　　　　磯野　律子
　保健師　　　　　　高橋　麻紀
　主任看護師　　　　益子きよ子

地域包括支援センター
（小川健康管理センター）

●高齢福祉係兼務
　主任保健師　　　秋元千代子
　主任保健師　　　益子　利枝
　主任看護師　　　小山田智子
　主事　　　　　久保田理津子

馬頭総合福祉センター
課長補佐兼所長　　星　　敏明
センター付係長　　齋藤　キヨ

ＣＴＢ放送センター
室長　　　　　　　　岡　　豊二
係長　　　　　　　　笹沼　公一
センター付係長　　　大橋　裕一
センター付係長　　　篠江智恵子
センター付係長　　　吉住　二郎
主査　　　　　　　　星　　善浩
主事　　　　　　　　仲野谷智子
主事　　　　　　　　笹沼　正嗣

税　務　課
課長　　　　　　　　荒井　和夫
課長補佐（資産税担当）
　　　　　　　　　　川俣　勇也
●管理収税係
　係長　　　　　　　坂尾　一美
　係付係長　　　　　小室　利雄
　主査　　　　　　　橋本　秀一
　主査　　　　　　　藤田　洋美
●住民税係
　係長　　　　　　　荒巻　弘子
　主査　　　　　　　石井　里子
●資産税係
　係長　　　　　　　藤田　善久
　主査　　　　　　　齋藤　　収
※県協働徴収組織派遣
　主事　　　　　　　菊地　智哉

住民生活課
課長　　　　　　　　阿久津　実
課長補佐（保険年金担当）
　　　　　　　　　　鈴木　　豊
課長補佐兼戸籍住民係長
　　　　　　　　　　秋元　誠一
●戸籍住民係
　係付係長　　　　　加藤　啓子
　主査　　　　　　　金子　洋子
　主査　　　　　　　高野　　恵
●保険年金係
　係長　　　　　　　小松　悦子
　係付係長　　　　　笠井　真一
　主事　　　　　　　奈良　大輔
　主事補　　　 （新）山﨑　宏美
●生活環境係
　係長　　　　　　　星　　貢一
　係付係長　　　　　西宮　三男
　主事　　　　　　　高野　愛子
※後期高齢者医療広域連合派遣
　主査　　　　　　　佐藤　　武

環境整備対策室
室長　　　　　　　　益子　　実
室長補佐　　　　　　星　　康美
主査　　　　　　　　熊田　則昭

総　務　課
課長　　　　　　　　佐藤　良美
課長補佐　　　　　　田村　正水
●行政係
　係長　　　　　　　深澤　昌美
　主査　　　　　　　藤田　寿彦
●人事秘書係
　係長　　　　　　　岩村　房行
　係付係長　　　　　板橋　文子
　係付係長　　　　　藤浪　京子
　係付係長　　　　　木村　　広
●管財係
　係長　　　　　　　佐藤　裕之
　主査　　　　　　　鈴木　浩史
　主任事務員　　　　小瀧　　忠
●消防交通係
　係長　　　　　　　高林　伸栄
　係付係長　　　　　小松　重隆
　主事　　　　　　　露久保　諭
※広域行政事務組合派遣
　課付課長　　　　　桑野　文男
　課付課長　　　　　高野　　正
　主幹　　　　　　　小室金代志
※県市町村課研修
　主事　　　　　　　菊地　宏明
※県地域振興課研修
　主事　　　　　　　露久保　一

企画財政課
課長　　　　　　　　大金　佳宣
主幹兼課長補佐　　　木村　　誠
課長補佐兼広報広聴係長
　　　　　　　　　　長谷川幸子
●企画調整係
　係長　　　　　　　沼田　一也
　主査　　　　　　　永森　　強
●財政係
　係長　　　　　　　益子　雅浩
　主査　　　　　　　谷田　克彦
●地域振興係
　係長　　　　　　　大森　親久
　主査　　　　　　　高野　曜路
●広報広聴係
　主査　　　　　　　杉本　　篤
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高度情報化推進室
室長　　　　　　　　鈴木　吉美
室長補佐　　　　　　斉藤　三男
室長補佐　　　　　　小川　一好
係長　　　　　　　　田代　喜好
係付係長　　　　　　大武　　勝
主査　　　　　　　　久保寺康之

商工観光課
課長　　　　　　　　荒井　　進
課長補佐兼観光係長・観光センタ
ー担当　　　　　　　高野　麻男
課長補佐兼商工係長　郡司　正幸
●商工係
　係付係長　　　　　栗田　利行
●観光係
　係付係長　　　　　小高　誠一

上下水道課
課長　　　　　　　　手塚　孝則
課長補佐（水道担当）小泉　千幸
課長補佐（業務担当）大武　　操
課長補佐兼下水道係長　佐藤　信親
課長補佐兼水道係長　大金　　清
課長補佐兼業務係長　鈴木　雄一
●業務係
　係付係長　　　　　菊池　政広
　係付係長　　　　　笠井智恵子
●水道係
　係付係長　　　　　佐藤　郁夫
　主査　　　　　　　加藤　博行
●下水道係
　主査　　　　　　　横山　和則
　主査　　　　　　　川上　　浩

農業委員会事務局
事務局長　　　　　　鈴木　文男
局長補佐　　　　　　藤田美智子
（支所産業建設課長補佐兼務）
●庶務係
　係長　　　　　　　大野　博幸
　（農地調整係長兼務）
●農地調整係
　係付係長　　　　　坂尾　三穂

会　計　課
会計管理者兼課長　　吉成　啓二
課長補佐　　　　　　川崎　　輝
課長補佐兼支所会計担当
　　　　　　　　　　益子　邦代
●会計係
　係長　　　　　　　藤田　悦子
　係付係長　　　　　薄井　和夫

小川第２保育園
課長補佐兼園長　　　薄井　啓江
主任保育士　　　　　高木　典子
主任保育士　　　　　高橋　和子
保育士　　　 　（新）小泉　　怜
主任調理員　　　　　鈴木　里子

小川第３保育園
課長補佐兼園長　　　高橋　道男
主任保育士　　　　　佐藤　泰子
主任保育士　　　　　川上　清美
主任調理員　　　　　大野　光江

小川児童館
主任保育士　　　　　永森あつ子

建　設　課
課長　　　　　　　　佐藤　勇三
課長補佐　　　　　　塚原　富太
課長補佐兼管理係長　塚原三喜男
課長補佐兼土木建築係長
　　　　　　　　　　秋元　彦丈
課長補佐兼地籍調査係長
　　　　　　　　　　桑野　恒夫
●管理係
　係付係長　　　　　岡　多恵子
　主査　　　　　　　田角　　章
　主査　　　　　　　田代　敏樹
●土木建築係
　係付係長　　　　　益子　泰浩
　主査　　　　　　　磯野　　大
　主査　　　　　　　長山　康志
●地籍調査係
　係付係長　　　　　関根　　了
　主事　　　　　　　石塚　章貴

農林振興課
課長　　　　　　　　山本　　勇
課長補佐兼農林整備係長
　　　　　　　　　　山口　　守
●農政係
　係長　　　　　　　高瀬　敏之
　主査　　　　　　　齋藤　貴之
　主査　　　　　　　仲野谷智弘
　主事　　　　　　　小室　達夫
●農林整備係
　係付係長　　　　　屋代　真一
　主査　　　　　　　田邊　康行
　主査　　　　　　　川上　昌之
　主事補　　　 （新）鈴木美裕紀

馬頭中央保育園
主幹兼園長　　　　　渡辺　恵子
主任保育士　　　　　鈴木　葉子
主任保育士　　　　　高野　純子
主任保育士　　　　　奈良かよ子
主任保育士　　　　　岡　てる子
保育士　　　　　　　高野　路康
保育士　　　　　　　堀江　厚子
保育士　　　　　　　佐藤　希美
保育士　　　　　　　天沼　久恵
主任調理員　　　　　國安　啓子

大内保育園
課付課長兼園長　　　斉藤　　正
（大山田保育園長兼務）
主任保育士　　　　　小幡　典子
主任保育士　　　　　大金佳代子
主任保育士　　　　　薄井　隆子
主任調理員　　　　　佐藤　久江

大山田保育園
主任保育士　　　　　菊池　幸子
主任保育士　　　　　高野　弥生
保育士　　　　　　　佐原　裕子
主任調理員　　　　　堀江　都子

馬頭北保育園
課長補佐兼園長　　　小川　俊介
主任保育士　　　　　鈴木　薫子
主任保育士　　　　　大金　浩子
主任調理員　　　　　岡　　文子

馬頭南保育園
主幹兼園長　　　　　屋代美代子
主任保育士　　　　　郡司みき子
主任保育士　　　　　大武　淳子
保育士　　　　 （新）菊池　千穂
調理員　　　　　　　豊田　文子

小川第１保育園
課長補佐兼園長　　　桑野　康子
主任保育士　　　　　平山　好子
主任保育士　　　　　薄井　正子
主任保育士　　　　　大森　尚美
保育士　　　　　　　伊藤由紀子
保育士　　　　　　　加藤　剛史
調理員　　　　　　　小森美千代

新採用者（右ページ写真）
左後方より大金倫子、長井裕子、
山﨑宏美、鈴木美裕紀
左前方より小泉怜、戸井田真祐美、
菊池千穂



退　職　者
会計管理者兼会計課長　　長山　宣弘
教育次長兼学校教育課長　益子　　勝
総務課長　　　　　　　　薄井　　裕
生涯学習課長　　　　　　桑野　豊夫
支所管理課長兼支所住民生活課長　菊地　英夫
ひばり幼稚園長　　　　　中津原幸子
馬頭中央保育園長　　　　大森美也子
支所住民生活課主幹　　　谷田　伊代
建設課長補佐　　　　　　鈴木　勝徳
生涯学習課長補佐　　　　大橋　トキ
生涯学習課長補佐　　　　青柳　俊明
支所産業建設課長補佐　　神場　仁史
農業委員会事務局長補佐　佐々木恵子
生涯学習課長補佐　　　　吉成　孝子
議会事務局長補佐　　　　佐藤　英夫
CTB放送センター室長補佐　後藤　良一
総務課係付係長　　　　　小室　市江
小川第１保育園主任保育士　田所　順子
ひばり幼稚園主任教諭　　山口　文江
小川小学校主任事務員　　塩原　　都
馬頭総合福祉センター主任事務員　鈴木　正雄
生涯学習課主事（学芸員）津田　卓子
総務課主査　　　　　　　岡　　哲夫
総務課主事　　　　　　　郡司佐依里
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小川支所住民生活課
課長　　　　　　　　星　　和好
課長補佐兼戸籍住民係長
　　　　　　　　　　五味渕良子
課長補佐兼管理収税係長兼課税係長
　　　　　　　　　　田所　　明
●戸籍住民係
　主査　　　　　　　小室みどり
　主査　　　　　　　石井　美帆

小川支所健康福祉課
課長　　　　　　　　松崎　敬三
主幹兼課長補佐兼社会福祉係長
　　　　　　　　　　鈴木　芳夫
課長補佐兼高齢福祉係長兼児童福
祉係長　　　　　　　上杉　里子
●社会福祉係
　主査　　　　　　　星　　裕之
●高齢福祉係
　主査　　　　　　　渋谷　直樹
（地域包括支援センター兼務）
●児童福祉係　　　　竹川久美子

小川支所産業建設課
課長補佐兼農林振興係長
　　　　　　　　　　穴山喜一郎
●商工観光係
　係長　　　　　　　江口　義男
　（土木管理係長兼務）

生涯学習課
課長　　　　　　　　藤田　悦男
課長補佐兼生涯学習係長
　　　　　　　　　　佐藤　美彦
●生涯学習係
　係付係長　　　　　岩村　照恵
　主査　　　　　　　大金　典彦
　主事　　　　　　　田所　　恵

小川公民館
課付係長　　　　　　薄井　桂子

馬頭・小川図書館
課長補佐兼館長　　　星　　　聡
主任司書　　　　　　星　　文子
主任司書　　　　　　縣　千恵子
主査　　　　　　　　友田　哲也
司書　　　　　　　　田代　美幸

馬頭広重美術館
課長補佐兼事務長　　鈴木　真也
課付係長　　　　　　市川　信也
主事　　　　　　　　岩村美智子
主事補　　　　 （新）長井　裕子

なす風土記の丘資料館
課長補佐兼文化振興係長
　　　　　　　　　　稲澤　正広
●文化振興係
　係付係長　　　　　眞保　昌弘
　主査　　　　　　　大金　倫子

総合体育館
課長補佐（文化振興担当）兼スポ
ーツ振興係長　　　　小祝　邦之
●スポーツ振興係
　係付係長　　　　　深澤加代子
　主査　　　　　　　佐藤　康隆
　主事　　　　　　　小高　博史

議会事務局
事務局長　　　　　　齋藤　裕一
局長補佐兼庶務係長　大金ハツイ
局長補佐兼議事係長　橋本　民夫

小川支所管理課
課長　　　　　　　　佐々木　香
（産業建設課長兼務）
課長補佐兼総務係長兼管理係長
（議会事務局併任）　増子　定徳
●総務係
　主査　　　　　　　長家佳奈子
（議会事務局併任）

学校教育課
課長　　　　　　　　山田　廣充
主幹（指導主事）　　小口　公正
課長補佐　　　　　　薄井　健一
課長補佐兼総務係長　川和なみ子
●総務係
　主事　　　　　　　中田　昭子
●学校教育係
　係長　　　　　　　大森　新一
　係付係長　　　　　齋藤　昌代
　主査　ケビン・ブラックバーン
　主事補　　　 （新）大金　倫子

学校給食センター
課長補佐兼所長　　　益子　廣美
主査　　　　　　　　村上　明美
主任調理員　　　　　阿久津久子
主任調理員　　　　　田所　悦子
主任調理員　　　　　大金　恵子
調理員　　　　　　　星　　洋子
調理員　　　　　　　高野美代子
調理員　　　　　　　益子　悦子
調理員　　　　　　　川那子和枝

ひばり幼稚園
主幹兼園長　　　　　薄井　　績
教頭　　　　　　　　小川　洋子
主任教諭　　　　　　高野　礼子
主任教諭　　　　　　小林　順子
主任教諭　　　　　　佐藤　尚巳
教諭　　　　 （新）戸井田真祐美

小川幼稚園
主幹兼園長　　　　　田代　幸江
主任教諭　　　　　　小泉　久美
主任教諭　　　　　　大森美弥子
主任教諭　　　　　　鈴木　政江
教諭　　　　　　　　高瀬　　弘

小　学　校
馬頭小学校　　　　　高橋あけみ
馬頭小学校　　　　　菊地　和江
谷川・大内小学校　 　露久保雪江
大山田小学校　　　　長山　利子
馬頭西小学校　　　　川又　菊江
小川小学校　　　　　平野やい子
薬利小学校　　　　　永森裕美子
小川南小学校　　　　薗部　栄子

中　学　校
馬頭中学校（主任司書）高林　和枝
馬頭中学校　　　　　菊池　一彦
小川中学校兼小川小学校（主任司書） 鈴木ひろ子
小川中学校　　　　　薄井美智子
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ケビン  ブラックバーン

第 4 話　「商店街」
　皆さんがこのコラムを読んでいるころ、町の海外姉妹都市で
あるアメリカ合衆国ニューヨーク州ホースヘッズ村から友好親善
団がこの町を訪問しています。先月には、川崎町長を含め、町か
ら15名がホースヘッズ村を訪問しました。僕も事務局の通訳とし
て一緒に行ってきました。
　僕にとってホースヘッズ村訪問は６回目ですが、約10年ぶりと
なります。以前の訪問でたくさんの友だちができたので、今回は
彼らにお土産を持っていこうと思いました。特に、僕は那珂川町
を誇りに思っていますので、町の名産品や町内で購入できるも
のを用意しました。
　近年、持参するお土産は町外や県外の物が多くなっているよ
うに感じます。この姉妹都市交流は20年にわたり続いているた
め、おなじみのお土産はホースヘッズ村どこの家庭にでも飾られ
ているほど多くなり、これらを持って行くのを躊

た め ら

躇っているのか
もしれません。または、インターネットショッピングが使いやすく
なったため、コンピューターの画面を操作するだけで町外のお
土産がそろいます。
　それに対抗し、僕は自分への挑戦として、個人のお土産を全
て町内で購入してみました。その際、僕は新たに商店街の良さ

を再発見しました。
　去年実施された調査によると、ホースヘッズ村民がそこに住
んでいる主な理由の一つは「村の生活が好きだから」です。宇
都宮市のベルモールより大きいショッピングモールがホースヘッ
ズに存在しているにも関わらず、村民は地元の商店街に関心が
高く、大切にしています。
　そんな訳で、村民は「那珂川町のお土産」を喜びます。そし
て、なかなか理解できないようですが、ホースヘッズ村民は那珂
川町民の日常生活で使われている物をとても気に入ります。そ
のため、僕は肥料店から音楽店まで、さまざまな日用品をそろえ
て、持って行きました。そして、その証明として僕は店の前に立っ
ている店員の写真を撮って、お土産と一緒にしました。
　商店街での買物はとても楽しかったです。インターネット
ショッピングは不自然な買い物の方法だと思います。だれとも
話さないで、お金をポケットから出さなくても、コンピューターの
キーを押すだけで注文が出来ますが、商品はその場でもらえま
せん。対照的に、商店街では自分の労働で得たお金を自分の財
布から出し、そしてすぐに商品がもらえます。これは物とお金の
交換だけではなく、店員さんとの交流を通して町の様子も知る
ことができ、顕

けんちょ

著にその買物のありがたみが実感できました。
　商店街への冒険が始まったばかりですが、僕はまた那珂川町
のよい所をもう一つ再発見しました。

栃木県立県北高等産業技術学校能力開発コース入校生募集
栃木県立県北高等産業技術学校では、再就職を促進するために次のコースを実施します。

受 講 対 象 者　　 求職活動をしている方や新たな職業に就こうとしている方で、受講指示・受講推薦を
　　　　　　　　受けられる方
応 募 手 続 き　　住所地の公共職業安定所（ハローワーク）にお申し込みください。
訓練実施場所　　ニチイ学館黒磯教室（那須塩原市黒磯幸町６－ 31　黒磯駅前いわとビル２F）
そ 　 の 　 他　　受講料は無料です。ただし、テキスト代等は自己負担。
問 い 合 わ せ　　栃木県立県北高等産業技術学校　職業能力開発担当　☎０２８７－６４－５４５４

医 療 事 務 科

定　　　員　離転職者対象　　　　　15名
　　　　　　母子家庭の母等対象　　５名
募 集 期 間　４月10日～5月9日
選考試験日　５月15日（木）
訓 練 期 間　６月４日～８月29日（３ヵ月間）
訓 練 内 容　病院の概要、医療保障の仕組み、
　　　　　　レセプトの基礎、人体の仕組み、
　　　　　　請求事務の基礎及び実務知識、コ
　　　　　　ンピュータ基本知識、医療事務ソ
　　　　　　フトの操作法

福祉サービス科

離 転 職 者　訓練期間（３ヵ月）６月24日～９月19日
　　　　　　定員　13名
若　年　者　訓練期間（４ヵ月）６月24日～10月17日
　　　　　　定員　３名
募 集 期 間　４月28日～５月30日
選考試験日　６月５日（木）
訓 練 時 間　午前９時30分～午後４時10分　６時間
訓 練 内 容　介護保険制度、介護施設の運営方法及び
　　　　　　介護実習等を習得し、ホームヘルパー２
　　　　　　 級の資格取得を目指します。



20広報なかがわ　平成20年４月10日

町
野
球
連
盟
設
立
総
会　
　

　

町
野
球
連
盟
設
立
総
会
が
３
月

２
日
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
各
チ
ー
ム
代
表
者
ら
50
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
が
選
任
さ
れ
、

会
長
に
福
島
泰
夫
氏
、
副
会
長
に

戸
部
賢
吉
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
数
年
の
当
町
少
年
野
球
の

活
躍
は
著
し
く
、
昨
年
は
小
川
中

学
校
野
球
部
が
県
大
会
で
優
勝

し
、関
東
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、

少
子
化
の
中
で
も
各
指
導
者
の
熱

意
あ
る
指
導
や
選
手
た
ち
の
練
習

の
成
果
が
着
実
に
実
を
結
び
、
野

球
を
通
じ
た
少
年
の
健
全
育
成
と

地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

町
営
住
宅
等
の
使
用
制
限
な
ど

警
察
署
と
合
意
書
締
結

　

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

を
防
止
し
よ
う
と
、
町
営
住
宅
等

の
使
用
を
制
限
す
る
た
め
３
月
６

日
、
川
崎
和
郎
町
長
と
木
村
泰
介

那
珂
川
警
察
署
長
は
協
力
体
制
を

確
認
す
る
合
意
書
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

合
意
書
に
は
、
住
宅
に
入
居
し

よ
う
と
す
る
者
が
暴
力
団
員
で
あ

る
か
否
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
交

換
す
る
こ
と
や
町
の
要
請
に
応
じ

て
、
警
察
官
の
派
遣
な
ど
の
支
援

を
行
う
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

　

木
村
署
長
は
「
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
づ
く
り
が
で

き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

障
害
者
福
祉
作
業
所
「
う
ぐ
い
す

工
房
」
で
ア
ル
ミ
缶
回
収
協

力
者
感
謝
状
贈
呈

　

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
主

催
の
「
関
東
地
区
ア
ル
ミ
缶
回
収

協
力
者
合
同
表
彰
式
」
が
２
月
15

日
、
東
京
の
如
水
会
館
で
開
催
さ

れ
、
う
ぐ
い
す
工
房
に
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
式
は
資
源
の
有
効
利

用
を
図
り
、
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
一
層
進
め
よ
う
と
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
当
工
房

は
12
人
が
通
所
し
て
い
る
福
祉

作
業
所
で
、
10
年
間
、
年
間
を
通

じ
て
ア
ル
ミ
缶
を
選
別
。
平
成
18

年
１
月
か
ら
19
年
10
月
ま
で
で
、

１
６
、１
２
０
㎏
の
回
収
実
績
が
あ

り
、
受
賞
し
た
も
の
で
す
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

　

地
域
住
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
そ
う
と
２
月
29
日
、
馬
頭

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
」が
開
催
さ
れ
、町
民

約
１
２
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

川
崎
和
郎
町
長
は
「
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
な
ど
町
を
取
り
巻

く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
が
、
歴
史
を
学
び
、
先
人
た
ち

の
知
恵
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
け
れ
ば
」と
あ
い
さ
つ
。「
町

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
」「
住
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
活
発
な

意
見
が
出
ま
し
た
。

小
川
幼
稚
園
で

　
　

 

お
別
れ
コ
ン
サ
ー
ト

　

美
し
い
音
楽
に
触
れ
、
卒
園
児

と
の
思
い
出
に
し
よ
う
と
３
月
11

日
、
小
川
幼
稚
園
で
「
お
別
れ
コ

ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
埼
玉
県
の
山
﨑
音
楽
事

務
所
の
山
﨑
み
さ
を
さ
ん
、
真
理

子
さ
ん
親
子
で
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
作

曲
の
オ
ペ
ラ「
蝶
々
婦
人
」や「
千

の
風
に
な
っ
て
」
な
ど
の
曲
を
披

露
。
園
児
64
人
は「
ド
ラ
え
も
ん
」

が
演
奏
さ
れ
る
と
、
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
手
拍
子
を
取
り
、
一
緒
に

歌
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

卒
園
の
園
児
は
、「
ド
レ
ミ
の
歌
」

を
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
演
奏
す
る
な
ど

思
い
出
と
な
る
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
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小川幼稚園

で
と

う

め

卒業・卒園

お

ひばり幼稚園

健武小学校

馬頭中学校

①⑧卒業生入場
②卒業証書を手に
③⑭園長から修了証書を受ける
④園長から記念品を受け取る
⑤最後の校歌を斉唱する
⑥⑨卒業後、恩師と記念撮影
⑦緊張した面持ちで壇上に立つ卒業生
⑩⑫校長から卒業証書を受ける
⑪卒業生、起立
⑬お別れのことばを話す卒園児

小川中学校

馬頭東中学校

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬⑭

和見小学校
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花
粉
症
情
報
の
要
注
意
日

・
晴
れ
ま
た
は
曇
り

・
最
高
気
温
が
高
い

・
湿
度
が
低
い

・
や
や
強
い
南
風
が
吹
き
、
そ
の

後
北
風
に
変
化
し
た
と
き

　

前
日
ま
た
は
当
日
の
未
明
ま
で

雨
で
、
そ
の
後
天
気
が
急
に
回
復

し
て
晴
れ
、

南
風
が
吹

い
て
気
温

が
高
く
な

る
日
が
要

注
意
日
と

な
り
ま
す
。

生
活
上
の
注
意
点　

①
外
出
を
控
え
め
に
す
る

　

花
粉
の
飛
散
の
多
い
日
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

②
ド
ア
・
窓
を
閉
め
る

　

こ
ま
め
に
花
粉
の
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
も
大
切
で
す
。

③
外
出
し
た
ら
、
洗
顔
や
う
が
い

を
す
る

  

体
に
付
い
た
花
粉
は
き
ち
ん
と

洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。
毎
日
の
習

慣
と
し
て
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
洗
濯
物
、
布
団
に
も
注
意
を

　

花
粉
が
付
着
し
て
、
寝
て
い
る

間
の
症
状
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
外
に
干
し
た
洗
濯

物
や
布
団
は
花
粉
を
よ
く
落
と
し

花
粉
症
に
つ
い
て
の
知
識

　

～
花
粉
症
の
原
因
～

　

現
在
、
日
本
人
の
20
％
が
花
粉

症
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
粉

の
飛
ぶ
季
節
に
だ
け
症
状
が
あ

り
、
約
60
種
類
の
植
物
に
よ
り
花

粉
症
を
引
き
起
こ
す
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
に
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
、

ブ
タ
ク
サ
、

シ
ラ
カ
バ
な

ど
の
植
物
が

原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

花
粉
症
の
症
状

　

く
し
ゃ
み
、
鼻
み
ず
、
鼻
づ
ま

り
、
目
の
か
ゆ
み
、
涙
、
充
血
な

ど
を
伴
う
場
合
が
多
く
、
そ
の
他

に
喉
の
か
ゆ
み
、皮
膚
の
か
ゆ
み
、

下
痢
、
熱
っ
ぽ
い
感
じ
な
ど
の
症

状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

文
化
と
は
私
た
ち
の
生
活
を
明

る
く
豊
か
に
す
る
た
め
の
基
本
を

な
す
も
の
で
す
。
先
人
が
残
し
て

く
れ
た
文
化
を
育
て
広
め
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
文
化
活
動

で
す
。

　

栃
木
県
で
は
「
文
化
の
香
り
高

い
と
ち
ぎ
」
を
実
現
す
る
た
め
、

「
文
化
振
興
条
例
」
を
制
定
し
、４

月
か
ら
具
体
的
な
基
本
計
画
を
策

定
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
気
運
が
市
町
村
に
ま
で
浸

透
し
、
住
み
よ
い
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
町
文
化
協
会
は
平
成
18

年
度
に
発
足
し
、
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。部
門
と
し
て
は
文
芸
、書

画
、
音
楽
、
茶
華
道
、
写
真
、
吟

詩
舞
、
歌
謡
、
囲
碁
将
棋
、
菊
花

盆
栽
、
民
謡
民
舞
、
手
工
芸
、
郷

土
芸
能
等
々
25
部
門
。１
、０
０
０

人
近
い
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

で
大
会
を
開
催
し
た
り
、
サ
ー
ク

ル
を
も
つ
な
ど
、
独
自
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
態
を
広
く

町
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
今
月
か
ら
１
年
間
に

わ
た
り
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
活
動
は
文
化

祭
、
音
楽
祭
、
民
謡
民
舞
大
会
、

歌
謡
祭
、
福
島
方
面
へ
の
視
察
研

修
、
那
須
烏
山
市
文
化
協
会
と
の

合
同
研
修
、広
重
美
術
館
友
の
会
、

文
化
財
愛
護
会
等
と
合
同
で
の
美

術
館
巡
り
、
文
化
振
興
大
会
へ
の

参
加
、
さ
ら
に
８
０
０
余
人
の
聴

衆
を
魅
了
し
た「
第
九
を
歌
う
会
」

の
開
催
な
ど
会
員
の
参
加
と
協
力

に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
花
の
風
ま
つ
り
等
へ

も
協
賛
し
、
従
来
の
活
動
を
更
に

盛
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
会
員

の
加
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
一
人
で
も
多
く
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

町
文
化
協
会
会
長　

大
高
松
竹

連
絡
先　

生
涯
学
習
課

☎
０
２
８
７
―
92
―
２
８
９
７

ま
し
ょ
う
。

⑤
掃
除
は
こ
ま
め
に

　

室
内
に
も
か
な
り
の
花
粉
が
侵

入
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
に

掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
外
出
時
は
完
全
防
備
で

　

帽
子
・
メ
ガ
ネ
・
マ
ス
ク
・
ス

カ
ー
フ
等
を
身
に
付
け
て
、
コ
ー

ト
も
ツ
ル
ツ
ル
し
た
素
材
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

⑦
玄
関
で
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

　

衣
服
・
ペ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
た

花
粉
は
な
る
べ
く
室
内
に
持
ち
込

ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

治
療
に
つ
い
て

　

花
粉
症
の
治
療
に
は
、
薬
物
療

法
、
減
感
作
療
法
、
手
術
療
法
が

あ
り
ま
す
。

　

花
粉
症
に
効
く
薬
は
、
時
期
と

症
状
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
減

感
作
療
法
は
、
花
粉
の
原
因
と
な

る
抗
原
の
花
粉
を
、
少
し
づ
つ
増

や
し
な
が
ら
注
射
し
、
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
弱
め
て
い
く
療
法
で

す
。

　

手
術
療
法
は
、
鼻
の
粘
膜
の
一

部
を
レ
ー
ザ
ー
で
焼
い
て
、
花
粉

が
付
着
し
て
も
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
治
療

で
す
。

　

毎
年
の
症
状
の
出
方
、
現
在
の

症
状
を
把
握
し
、
主
治
医
と
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

広報なかがわ　平成20年４月10日

那
珂
川
町
文
化
協
会

シ
リ
ー
ズ

サ
ー
ク
ル
紹
介 

①

町文化協会　大高松竹会長
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西
澤
真
樹
子
／
監
修
・
解
説
（
ア
リ
ス
館
）

　

ま
ず
、
ス
タ
ー
ト
は
ペ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
た
へ
び

の
骨
か
ら
、
ウ
サ
ギ
の
骨
は
耳
に
は
な
い
。
リ
ス
・
コ
ウ
モ

リ
・
ペ
ン
ギ
ン
に
イ
ル
カ
…
。

　

骨
に
興
味
の
あ
る
子
は
必
見
の
一
冊
で
す

◇
『
数
学
で
つ
ま
ず
く
の
は
な
ぜ
か
』
小
島
寛
之
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
遺
し
た
い
言
葉
』
瀬
戸
内
寂
聴
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

◇
『
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
ツ
』
重
松
清
／
著
（
朝
日
新
聞
社
）

◇
『
夢
を
か
な
え
る
ゾ
ウ
』
水
野
敬
也
／
著
（
飛
鳥
新
社
）

◇
『
道
草
料
理
入
門
』
大
海
勝
子
／
著
（
文
化
出
版
局
）

◇
『
す
っ
と
び
犬
指
名
手
配
』
Ｊ
・
ス
ト
ロ
ン
グ
／
作
・
岡
本
浜
江
／
訳
（
文
研
出
版
）

◇
『
王
の
森
の
ふ
し
ぎ
な
木
』
ジ
ェ
ニ
ー
・
ニ
モ
／
作
・
田
中
薫
子
／
訳
（
徳
間
書
店
）

◇
『
む
し
を
た
べ
る
く
さ
』
渡
邉
弘
晴
／
写
真
・
伊
地
知
英
信
／
文
（
ポ
プ
ラ
社
）

◇
『
い
た
ず
ら
ぎ
つ
ね
』
中
川
李
枝
子
／
文
・
山
脇
百
合
子
／
絵
（
の
ら
書
房
）

◇
『
あ
た
ま
山　

ラ
ン
ラ
ン
ら
く
ご
』
斉
藤
洋
／
文
・
高
畠
純
／
絵
（
あ
か
ね
書
房
）

猫
柳
村
を
上
げ
て
の
堰せ

き

普ぶ

請し
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
高　

松
竹

さ
ざ
な
み
の
湖
を
は
る
か
に
梅
の
園　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

塚
原　
　

廣

中
天
に
絵
を
描
き
つ
つ
鳥
帰
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

藤
田　

マ
ス

春
雪
の
嶺
よ
り
明
く
る
峡
の
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

小
川
の
ぶ
子

梅
の
香
に
惰
眠
む
さ
ぼ
る
男
猫　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

和
泉
す
み
を

風
向
き
を
頬
で
確
か
む
野
焼
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

荒
井　

大
作

閉
校
の
式
に
高
ら
か
子
ら
歌
う
校
歌
の
あ
と
の
深
き
静
も
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和　

見　
　
　

藤
田　

和
夫

ま
ゝ
ご
と
の
如
く
園
児
と
茶
を
点
て
る
七
十
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
童
に
還
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

西
宮　

定
子

母
の
味
受
け
継
ぎ
作
る
し
も
つ
か
れ
鮭
の
頭
を
こ
と
こ
と
と
煮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

口　
　
　

影
沢　

よ
し

九
輪
草
蕾
立
上
が
り
賑
や
か
に
春
の
足あ

音
の
近
づ
き
て
あ
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

郡
司　

喜
恵

一
人
居
の
午
後
の
ほ
う
じ
茶
大
ぶ
り
の
湯
呑
に
一
本
茶
柱
が
立
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

滝
田　

孝
子

信
号
を
待
つ
間
に
過よ
ぎ

れ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
眼ま
な
こ寂
し
き
牛
と
目
の
遭
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩　

田　
　
　

上
杉　

里
子

　
　酒

好
き
が
昼
か
ら
飲
ん
で
高
い
び
き　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

円
高
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
値
切
ら
れ
る　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　

郡
司　

正
幸

立
場
上
引
き
受
け
て
泣
く
保
証
人　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

低
い
鼻
谷
間
の
花
と
愛
さ
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　

大
森　

愛
子

仏
壇
に
春
を
告
げ
て
る
猫
柳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

短
　
歌

広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

城
山
三
郎
／
著
（
新
潮
社
）

　
「
天
真
爛
漫
な
面
影
、
声
に
な
ら
ぬ
悲
し
み
。
生
涯
、
明
る
さ

を
失
わ
な
か
っ
た
妻
よ
。
君
は
、
天
か
ら
舞
い
降
り
た
妖
精
だ
っ

た
。」
亡
き
妻
と
の
人
生
の
日
々
を
綴
っ
た
、
純
真
な
愛
あ
ふ
れ

る
「
妻
と
の
半
生
記
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岩
弓
枝
／
著
（
文
藝
春
秋
）　

　

幕
末
の
戦
乱
で
東
吾
は
行
方
不
明
、
畝
源
三
郎
も
落
命
す
る

が
、
麻
太
郎
、
花
世
、
源
太
郎
た
ち
は
逞
し
く
成
長
し
、
激
動
の

時
代
を
確
か
な
足
取
り
で
歩
き
出
す
。

　

時
代
は
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
人
情
を
映
し
出
す
、
大
河
小
説

第
二
弾
「
明
治
の
か
わ
せ
み
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

『
新
・
御
宿
か
わ
せ
み
』『

ホ
ネ
ホ
ネ
た
ん
け
ん
た
い
』

那珂川町
図書館

『
そ
う
か
、
も
う
君
は
い
な
い
の
か
』

俳
　
句

川
　
柳
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第３回町民ハイキング

期日　５月25日（日）
場所　矢板市・高原山方面（予定）
募集人員　50名
（定員になり次第締め切ります）
参加資格　小学生以上
参加費　大人　2,000円
　　　　小人　1,500円（中学生以下）

申し込み方法　５月９日（金）までに
参加費を添えて総合体育館または小
川公民館へ
問い合わせ　総合体育館
　　　　　　☎0287－92－5611

ひよこくらぶ・おかあさん塾

　子育て中の方やお子さんが集まれ
る場としてひよこくらぶとおかあさん
塾を開催しています。
ひよこくらぶ
毎週火曜日、午前９時30分～12時
遊び場の開放（馬頭健康管理センター）
事前連絡は不要です。おやつ代100円
がかかります。
おかあさん塾
月１回火曜日、午前９時30分～12時
親子運動、タッチケア、工作、遠足等
※４月のおかあさん塾は４月22日（火）
こんな遊び大好き～頭と体によい運動
～です。おやつ代100円がかかります。
問い合わせ
馬頭健康管理センター　
☎0287－92－1188

馬頭地区を運行する町営バスの
時刻が変更になりました

　４月１日から馬頭地区の町営バスの
運行時刻が変わりました。
　時刻表は町ホームページ及び各車
両に掲示しています。
ホームページアドレス
http://www.town.tochigi-nakagawa.
lg.jp
問い合わせ　総務課消防交通係
　　　　　　☎0287－92－1111

那須烏山公共職業安定所の名称変更

　４月１日から「那須烏山公共職業安
定所」の名称が「宇都宮公共職業安
定所那須烏山出張所」に変わりまし
た。
取り扱い業務内容
求人・求職の申し込み及び職業相談、
雇用保険の受給手続き、雇用保険関
係の各種届け出など（業務内容はこ
れまでどおり変更ありません）
問い合わせ
栃木労働局総務部総務課
　☎028－634－9110
那須烏山公共職業安定所
　☎0287－82－2213

とちぎ未来へのパスポート2008
参加者募集

　活力と美しさに満ちた郷土づくり
を推進するために、国際視野をもち、
人間性豊かで地域で活躍する青年リ
ーダー及び女性リーダーの育成を目指
し、研修参加者を募集します。

研修期間　平成20年７月～平成21年
１月（事前・事後研修を含む）
海外研修日程　10月９日～15日
（行き先：アメリカ合衆国インディア
ナ州・シカゴ）
募集人員・資格　青年リーダー（満
18歳以上36歳未満の男女）及び女性
リーダー（満36歳以上55歳未満の女
性）の計31名
募集期限　５月30日（金）
参加費　173,000円（国内交通費等別
途個人負担あり）
問い合わせ　栃木県次世代人材づく
り事業実施委員会
☎028－635－3075

平成20年度危険物取扱者試験受験の
ご案内

試験の種類
甲種、乙種（第１類～第６類）、丙種
試験の日時
①６月15日（日）②11月９日（日）
※いずれも9時試験室入室、9時30分
試験開始
試験の実施場所（一部）
那須塩原市　那須清峰高等学校
宇都宮市　作新学院高等学校
受付期間
①４月14日（月）～４月25日（金）
②９月８日（月）～９月19日（金）
受付案内等の常置場所及び受付場所
・（財）消防試験研究センター栃木県
　支部（県自治会館１階）
・県内の各消防本部予防課
・烏山消防署馬頭分署
問い合わせ　烏山消防署馬頭分署
　　　　　　☎0287－92－2800

お知らせ

広報紙に広告を掲載しませんか？

掲載位置：各ページの下一段
サ イ ズ：縦50㎜×横88㎜
料　　金：２色刷　　　　　　　　１回 5,000円～
　　　　　カラー刷（裏表紙のみ）１回10,000円～
申込期限：掲載希望する月の初日の40日前
※詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114）
までお問い合わせください。
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お知らせ

那珂川町都市計画マスタープラン
を策定しました

　内容については、町ホームページ
（ht t p : //w w w. t ow n . t o c h ig i -
nakagawa.lg.jp）からご覧ください。
（役場企画財政課での閲覧も出来ま
す。）詳しくは、企画財政課にお問い
合わせ下さい。
問い合わせ 企画財政課地域振興係
☎0287-92-1114　FAX0287-92-1316
Ｅ－メールアドレス
sinkou@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

福祉のしごと移動相談会

　福祉の仕事の内容や資格、就職活
動などについて相談に応じます。求人
票も閲覧できます。福祉の仕事に関心
がある方、経験者の方などお気軽に
お越しください。
日時　４月22日　午後１時～４時
会場　ハローワーク大田原
その他　申込不要・無料　８月19日、
12月16日にも同所で開催予定
問い合わせ　栃木県社会福祉協議会

福祉人材・研修センター
☎028－643－5622

栃木県社会保険労務士会
「無料なんでも相談会」

期日　４月16日、5月21日
時間　午前10時～午後4時
場所　栃木県社会保険労務士会館
（宇都宮市鶴田町3492－46）
※ご相談は予約制です。相談開催日
の2日前までにご連絡ください。
問い合わせ　栃木県社会保険労務士
会　☎028－647－2028
FAX028－647－2007
Eメール：tochigi-sr@tea.ocn.ne.jp

法的トラブルで困ったときには、日
本司法支援センター「法テラス」へ
ご相談ください。

法テラスコールセンター

☎0570－078374

月～金曜日 ９:00～12:00
　　土曜日 ９:00～17:00

「東野鉄道」の放送
　ＮＨＫBS２の「BS鉄道ファン
倶楽部」では廃線跡歩き「東野鉄
道」を放映します。かつて、東野鉄
道の駅であった小川中学校周辺が
放映となりますので、ぜひご覧くだ
さい。
放映日　４月19日（土）
放映時間　午後８時～午後9時
番組名　「BS鉄道ファン倶楽部」
※放送予定が変更になる場合もあります。

新那珂橋通行止めのお知らせ

　新那珂橋の橋げたの連結部分において損傷が発見され、詳細点検のため、
平成20年3月31日までの予定で通行止めを行っておりましたが、交通の安全が
確保されるまでの当分の間、引き続き交通規制を延伸することとなりました。
　ただし、自転車・歩行者は側道橋を通行できます
　ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
問い合わせ　烏山土木事務所道路保全課　☎0287－83－1324

那
珂
川

権
津
川

小口川

国
道
２
９
４
号

至那須烏山

国道293号

至大田原

至馬頭

県道小口・黒羽線

県道小砂・小口線
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〈
主
〉
矢
板
・
那
珂
川
線

那
珂
川
警
察
署

ありがとう
ございます

寄  贈
○
福
祉
基
金
へ

五
万
円　
　
　

岡
民
男
様（
大
内
）

○
奨
学
基
金
へ

十
万
円　
　

益
子
廣
美
様（
健
武
）

○
美
術
館
へ

三
万
円 

津
田
卓
子
様
（
名
古
屋
市
）

○
図
書
館
へ

Ｃ
Ｄ
４
枚 

工
藤
慎
太
郎
様（
川
口
市
）

図
書
「
十
津
川
警
部
風
の
挽
歌
」

他
６
冊　

阿
倍
恵
美
子
様（
馬
頭
）

○
馬
頭
西
小
学
校
へ

竹
箒
十
六
本 

藤
田
初
男
様（
小
口
）

○
小
川
地
区
小
学
校
へ

無
事
か
え
る
マ
ス
コ
ッ
ト
（
交
通

安
全
）
六
十
個　

小
川
婦
人
会
様

○
ひ
ば
り
幼
稚
園
へ

し
だ
れ
桜
３
本（
十
九
万
円
相
当
）

　
　
　
　
　

岩
河
良
彦
様（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
振
興
基
金
へ

五
万
円　
　
　

岡
民
夫
様（
大
内
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ

五
万
円　
　

石
川
悦
夫
様（
馬
頭
）

五
万
円 

小
室
レ
イ
子
様
（
久
那
瀬
）

二
万
千
七
百
四
十
九
円　

還
暦
祝

賀
会
出
席
者
一
同　
（
小
川
地
区
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　

匿
名（
４
０
２
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

車
イ
ス
一
台　

武
茂
小
学
校
児
童

会
様
（
閉
校
記
念
）



　

こ
の
春
、
１
３
２
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
健
武

小
学
校
。
昭
和
28
年
10
月

に
建
て
ら
れ
た
木
造
２
階

建
て
の
校
舎
は
、
54
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
古
き
学
び
舎や

の
前

で
放
た
れ
た
色
と
り
ど
り

の
風
船
が
澄
み
き
っ
た

青
空
に
浮
き
上
が
る
風
景

は
、
子
ど
も
た
ち
の
記
憶

に
深
く
残
る
こ
と
で
し
ょ

う
。 今

月
の
表
紙

・５月14日（水）13：30～
　テキスト「鈍感力」 渡辺淳一／著
　　和やかな雰囲気で語りあっています。
　　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

読　書　会

ミニハイキング

「児童館」
４月16日～ 5 月15日

のお休み

婦人ボランティアのおはなし会　
・５月10日（土）14：00～
　おはなしじょうずなボランティアが昔ばなしの絵本や
　紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

チャレンジクッキング
・４月27日（日）午前１０：００～
　もうすぐこどもの日。
　おいしいかしわもちを作りましょう。
・参加費　50円　　
・持ち物　エプロン・三角巾　＊爪を切ってきてね
・参加申し込み　４月２４日（木）まで　先着25名

・４月19日（土）午前９：30～午前11：30　　　　
　おやつを持ってお出かけしよう。
　友だちを誘って参加してね。
・参加申し込み　4月１７日（木）まで
・参加費　無料（飲み物は用意します）
・持ち物　おやつ、ハンカチ、ティッシュ、ゴミ袋等
　午前9：30～11：30まで、児童館は利用できませ
　ん。雨天の時は室内あそびをします。

・４月17日（木）10：30～
・５月 １ 日（木）10：30～
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

・場所　馬頭図書館 視聴覚室

たのしい絵本と紙しばいの会 子どもの日の集い
・５月５日（月）午前10：00～　　　　　
　みんなで楽しくすごしましょう。
　たくさんの参加をまっています。
・参加申し込み　５月１日（木）まで
・参加費　無料

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

母の日のプレゼントつくり
・５月１１日（日）午前１０：００～　　　　　
　ありがとうの気持ちをこめて、ステキなプレゼント
　をつくりましょう。
・参加申し込み　5月９日（金）まで
・材料費　１００円

小川図書館の休館日
4 月18日（金）、25日（金）、
5 月 2 日（金）、9 日（金）

馬頭図書館の休館日
4 月 21 日（月）、28 日（月）、
5 月 6 日（火）、12 日（月）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（４/16 ～ 5/15）

４月29日（火）、30日（水）５月3日（土）、４日（日）、５日（月）
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第50回「こどもの読書週間」
・４月23日（水）～５月12日（月）まで第50回「こ
　どもの読書週間」です。ぜひ図書館にお越しください。
・今年の標語「こんにちは、新しい本」です。



（
氏　

名
）（
父
母
の
名
） （
住
所
）

武
井　

綺あ
や

音ね　

秀　

雄

　
　
　
　
　
　

美　

恵　

馬　

頭

飯
山　

祐ゆ
う

二じ　

好　

美

　
　
　
　
　
　

マ
リ
ル　

馬　

頭

石
田　

貴た
か

洋ひ
ろ　

啓　

二

　
　
　
　
　
　

光　

子　

健　

武

小
髙　

悠ゆ
う

聖せ
い　

義　

弘

　
　
　
　
　
　

美
喜
子　

和　

見

東
海
林　

洸た
け
し　

光　

泰

　
　
　
　
　
　

美
智
子　

小　

川

永
森　

美み

桜お　

裕　

也

　
　
　
　
　
　

淳　

子　

小　

川

　

平
成
20
年
2
月
21
日
～

　
　

平
成
20
年
3
月
20
日
受
付
分

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　 

（
住
所
）

西
山　

俊
一
（
58
）　　

馬　

 

頭

大
金　
　

緑
（
87
）　　

馬　

 

頭

岡　
　

義
美
（
86
）　　

馬 　

頭

飯
村　

ク
ラ
（
84
）　　

馬　

 

頭

小
幡　

リ
キ
（
78
）　　

馬　

 

頭

菊
池　
　

昇
（
94
）　　

矢　

 

又

鶴
川　
　

進
（
72
）　　

矢　

 

又

大
武　

知
宏
（
78
）　　

矢　

 

又

小
室　

光
男
（
67
）　　

久
那
瀬

天
生
目
夏
江
（
79
）　　

久
那
瀬

小
室　

正
信
（
92
）　　

松　

 

野

石
黒　

惠
利
（
53
）　　

松　

 

野

五
十
嵐
ウ
メ
ノ
（
86
）　　

盛　

 

泉

髙
野　

知
子
（
80
）　　

谷　

 

川

大
久
保
金
次
（
92
）　　

大　

 

内

岡　
　

モ
ト
（
110
） 　

  

大　

 

内

渡
邉　

保
光
（
73
）　　
大
山
田
下
郷

大
森　

ス
イ
（
98
）　　
大
山
田
上
郷

益
子　

ユ
キ
（
80
）　　
大
山
田
上
郷

大
金
ツ
ネ
イ
（
83
）　　
大
山
田
上
郷

小
滝　

松
江
（
61
）　　

小　

 

砂

和
地　

美
彦
（
90
）　　

小　

 

砂

渡
邉　

政
夫
（
55
）　　

小　

 

川

磯　
　

康
子
（
75
）　　

小　

 

川

郡
司　

照
男
（
58
）　　

東 

戸 

田

星　
　
　

隆
（
83
）　　

恩 　

田

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

現
在
の
栃
木
県
域
を
二
分
す
る
古

代
那
須
国
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
枢
を
那
珂
川
左
岸
の

久
那
瀬
、
北
向
田
地
域
が
担
っ
て

い
た
こ
と
を
今
回
の
調
査
成
果
は

雄
弁
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。
川
崎

古
墳
の
未
盗
掘
石
室
に
葬
む
ら
れ

た
「
豪
族
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
時

代
を
生
き
抜
い
た
人
物
で
あ
り
、

古
代
那
須
の
動
静
を
実
際
に
肌
で

感
じ
取
っ
た
「
歴
史
の
証
人
」
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

学
芸
員　

眞
保
昌
弘
）

4 月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　 　9,872 人  （－29 ）
 　女　 　9,895 人  （－ 41）
 　計　　19,767 人  （－ 70）
 世帯数  　6,005　    （＋  1 ）

（　）内は前月との比較

【
調
査
速
報
】
川
崎
古
墳
の
発
掘
か
ら

　

川
崎
古
墳
は
、
那
珂
川
町
久
那

瀬
に
あ
り
、
那
珂
川
の
支
流
久
那

川
と
武
茂
川
の
合
流
地
点
に
位
置

し
ま
す
。
町
教
委
で
は
史
跡
の
保

護
と
活
用
を
は
か
る
た
め
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
、
国
士
舘
大
学

考
古
学
研
究
室
の
協
力
に
よ
り
発

掘
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

本
墳
は
古
墳
時
代
後
期
（
西
暦

６
０
０
年
ご
ろ
）
に
位
置
付
け
ら

れ
る
那
須
地
方
最
後
の
前
方
後
円

墳
で
す
。
全
長
は
50
ｍ
あ
り
、
県

内
最
大
と
な
る
全
長
８
・
２
ｍ
の

人
を
埋
葬
す
る
為
の
石
室
を
も
つ

こ
と
で
著
名
で
し
た
。
今
回
の
調

査
で
は
①
古
墳
の
周
囲
に
幅
15
ｍ

の
堀
が
回
り
、
全
長
80
ｍ
、
全
幅

50
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。
②
削

り
出
し
に
よ
る
長
方
形
土
壇
上
に

前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
る
こ
と
。

③
前
方
部
に
も
石
室
が
存
在
す
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
新
た
に

発
見
さ
れ
た
石
室
の
存
在
で
す
。

築
か
れ
た
場
所
か
ら
い
ま
ま
で
知

ら
れ
て
い
る
石
室
よ
り
も
新
し
い

時
期
に
築
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
さ
ら
に
盗
掘
（
私
的
に
墓
を

あ
ば
い
て
、
副
葬
品
等
を
持
ち
出

す
）
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
那
須
の
豪
族
に
連
な
る

墓
で
は
、
数
少
な
い
未
盗
掘
石
室

と
し
て
、
豊
富
な
副
葬
品
に
も
期

待
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
掘
で
は
わ
か
ら
な
い

貴
重
な
情
報
も
地
元
の
方
々
か
ら

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
川
崎
古
墳
石
室
に
使
わ
れ
て
い

た
石
材
が
ほ
か
に
も
４
点
以
上
あ

り
、
こ
れ
ら
を
復
元
す
る
と
さ
ら

に
石
室
が
大
き
か
っ
た
こ
と
。
②

周
辺
一
帯
に
連
綿
と
古
墳
群
（
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
消
滅
）
が
あ
っ
た

こ
と
。
③
和
見
か
ら
北
向
田
に
か

け
て
低
丘
陵
部
の
岩
肌
に
は
、
横

穴
墓
と
呼
ば
れ
る
古
墳
時
代
の
集

団
墓
が
今
以
上
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
な
ど
で
す
。

　

那
須
地
域
で
は
、
西
暦
６
０
０

年
代
後
半
に
那
須
を
統
治
し
た
那

須
直
韋
提
の
名
が
国
宝
那
須
国
造

碑
（
湯
津
上
）
に
見
え
、浄
法
寺
廃

寺
（
小
川
）、尾
の
草
遺
跡
（
馬
頭
）

と
い
っ
た
関
東
最
古
の
寺
院
と
共

に
、
新
羅
国
（
朝
鮮
半
島
に
あ
っ

た
国
）
な
ど
の
渡
来
人
の
影
響
を

強
く
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
特
殊
な
歴
史
と
文
化
を
背
景
に

う
ぶ
ご
え

お
く
や
み

新たに前方部で発見された石室 古墳発掘の様子
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第31回

ミニ
ギャラリー

　岡本太郎（1911～96）はアバン
ギャルドの旗

き

幟
し

として戦後の美術界
で圧倒的な存在感を放っていました
が、決して西洋の模

も

倣
ほう

や追
ついずい

随ではな
く、文化人類学や古今の思想や日本
の伝統文化を基礎とした独自の芸術
活動でした。岡本太郎は、自己の芸
術について「今日の芸術はうまくあっ
てはならない、きれいであってはな
らない、ここちよくあってはならない
と私は宣言します。それが芸術の根本条件であ
ると確信するからです」と言い、この言葉の中に
は芸術家としての自信と信念が凝

ぎょう

縮
しゅく

されていま
す。
　岡本太郎はフランスのパリ大学に学び、ピカ
ソ、カンディンスキー、アルプなどがいた非

ひ

抽
ちゅう

象
しょう

グループ「アプストラクシオン・クレアシオン」に
最年少で参加していました。ここではぐくまれた
芸術家としての天

てん

賦
ぷ

の才は日本に帰ってから開
花しました。創作活動は、絵画だけではなく彫
刻や建築とその表現方法は広がり、生活造形デ
ザインにまで及びました。特に有名なのは1970
年に大阪府吹田市で行われた日本万国博覧会
で、その中央会場に聳

そび

えた巨大モニュメント「太
陽の塔」は38年後の今日でも圧倒的な存在感
を見せています。
　岡本太郎の芸術は時空を超

ちょう

越
えつ

しているせい
か、作品から放たれるエネルギーは一度体験す

カ
タ
ク
リ
（
カ
タ
ク
リ
山
公
園
）

　
　
　
　
　
　
薄
井　

昭
二
さ
ん
（
小
川
）

「重工業」川崎市岡本太郎美術館所蔵

ると脳
のう

裏
り

から離れることはないでしょう。本展は
岡本太郎が歩んだ現代アートの世界を紹介しま
す。

　那珂川町馬頭広重美術館　学芸員　市川信也

【会期】　４月18日（金）～５月25日（日）
【ミュージアムトーク（展示解説）】　
　当館学芸員    ４月26日（土）午後１時30分
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで　
　　　　　　（但し入館は４時30分まで）
【休館日】４月21日、５月７日、12日、13日
【入館料】大 人         　　700円（630円）
　　　　　高・大学生       400円（360円）
　　　　　小・中学生　　  100円（ 90円）
※（  ）は20名以上の団体料金。小学生未満は無
　料。障害者手帳をお持ちの方・付き添い１名は
　半額。

春 季 特 別 展

「岡本太郎の世界展－現代アートの洗礼－」　

28

紅
白
梅
と
菜
の
花
（
ふ
る
さ
と
の
森
公
園
）

　
　
　
　
　
　

青
木　

信
夫
さ
ん
（
小
川
）

ミニギャラリー
作品募集！

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
絵画、写真、絵手紙などの作
品をお待ちしております。
申し込み・問合せ：企画財政課
　　 ☎ 0287－92－1114　


